
どの子も主役の「楽しくて力の付く授業」に向けて

令和７年度 授業力向上に向けた指導の重点

（２）成果を実感できる視点の明確な「振り返り」の徹底

（１）「具体的な評価規準」を踏まえた個に応じた指導の充実

Step 1 クラスの児童・生徒を具体的に１人思い浮かべ、どこで
              つまずくかを想定しましょう。

Step 2 どうしてつまずくのか、「なぜ」を数回繰り返し、困りの
要因を深掘りしましょう。

（例１：小２算「さんかくやしかくの形をしらべよう」より）

Step 1 子どもからどんな振り返りが出れば良いか、子どもの言葉で設定しましょう。

Step 2 「〜がわかった、〜ができた＋プラス１(理由や工夫)」で振り返らせましょう。

Point ! 
「どうして？どんな？」など、「How」の要素を盛り込んだ振り返りの視点を設定する。
（例）
「友だちに説明するときに、気を付けたことやどんな工夫をしたか書いてみよう。」

より詳しい説明については、右の二次元コードから参照ください。
令和６年度第１回地域授業改善協議会に係るWeb研修動画

※OENシステムへのログインが必要です。

その時間に越え

させたいハードル

(評価規準)が明確で

具体的であるという

ことがとても

大切です！

Point ! 
「(どんな困りの要因を持った)児童生徒に、(こんなことをする)ことで、(何ができる)ようにする。」

（例）
「(複数の構成要素を整理して考えることが難しい)児童には、(着目する構成要素を一つに絞らせたり、キーワードを
黒板に位置づけ焦点化させたりする)ことで、(一つずつ説明することができる)ようにする。」
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